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特
定
健
診�

特
定
保
健
指
導 

に
つ
い
て�

仙台市医師会理事�
青沼内科医院�
青沼　清一　院長�

特
集
特
集�
特
集�

医
療
制
度
改
革�

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
多
く
を
し
め
る
糖
尿
病
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣

病
。
生
活
習
慣
病
は
食
生
活
の
乱
れ
や
運
動
不
足
な
ど
が
要
因
と
な
り
発
症
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
40
歳
〜
74
歳
の
方
を
対
象
に
実
施
す
る
特
定
健
診
は
、

生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
肥
満
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
型
肥
満
）

や
、そ
の
危
険
因
子
が
あ
る
方
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
た
健
診
で
す
。健
診
結
果
で
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、あ
る
い
は
危
険
因
子
が
あ
る
と
さ
れ
た
方
に
は
改
善
と
予
防
に
向
け

た
指
導（
特
定
保
健
指
導
）
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

 

平
成
20
年
4
月
よ
り
、
40
歳
以
上
74
歳
ま
で
の
方
に
対
す
る

『
特
定
健
診
』『
特
定
保
健
指
導
』
の
実
施
が
医
療
保
険
者
（
区

市
町
村
国
民
健
康
保
険
、健
康
保
険
組
合
な
ど
）
に
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。�

�



特
集�

集
団
健
診
か
ら
個
別
健
診
へ�

 �

　
こ
の
特
定
健
診
は
検
査
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、

そ
の
結
果
で
は
特
定
保
健
指
導
が
あ
り
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
は
集
団
で
受
け
る
よ
り
、地
域
の

か
か
り
つ
け
の
先
生
の
も
と
で
個
別
の
指
導
を

受
け
た
ほ
う
が
良
い
結
果
が
で
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

指
導
が
個
別
な
ら
健
診
も
個
別
に
し
た
ほ
う
が

よ
り
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
仙
台
市
と
仙

台
市
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
個
別
健
診
で
お

こ
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
特
定
健
診
の
検
査
項
目
に
は
内
臓
脂
肪

の
状
態
を
簡
単
に
し
ら
べ
る
た
め
に
、
新

た
に
腹
囲
（
お
へ
そ
ま
わ
り
）
の
計
測
、肥

満
を
判
定
す
る
数
値
B
M
I（
身
長
と
体

重
か
ら
計
算
さ
れ
る
肥
満
度
）
が
加
わ
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
採
血
検
査
（
H
D
L
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

中
性
脂
肪
・
貧
血
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1
ｃ
／

糖
尿
病
を
判
定
す
る
数
値
）
、
血
圧
検
査
、

心
電
図
・
眼
底
検
査
・
喫
煙
歴
な
ど
が
あ
り

ま
す
。（
仙
台
市
国
民
健
康
保
険
の
場
合
）�

 

こ
の
健
診
の
検
査
結
果
を
も
と
に
生
活

習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
を
内
臓
脂
肪
の
程

度
、
危
険
因
子
な
ど
か
ら
判
定
し
て
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
非
該
当
者
、

危
険
因
子
が
あ
る
方
、
危
険
因
子
が
多
く
あ
る

方
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。
健

診
を
受
け
た
方
は
検
査
結
果
か
ら
わ
け
ら
れ
た

グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る
特
定
保
健

指
導
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

  

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
非
該
当
者
に
は

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
保
健
指
導
の
情
報

が
提
供
さ
れ
ま
す
。
危
険
因
子
が
あ
る
方
は
健
診

を
受
け
た
医
師
の
も
と
で
個
別
面
接
に
よ
る
指
導
、

『
動
機
づ
け
支
援
』
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

危
険
因
子
が
多
く
あ
る
方
は
医
師
・
保
健
師･

管

理
栄
養
士
・
運
動
指
導
士
な
ど
の
指
導
『
積
極
的

支
援
』
を
3
カ
月
間
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。�

　
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
に
進

行
し
て
い
き
ま
す
が
、
早
期
発
見
で
発
症
を
防

ぎ
、
早
期
治
療
で
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能

で
す
。
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
必
ず
特

定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。�

�



「
生
活
習
慣
病
」
と
し
て
糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
脂
質
異
常
症
な
ど

の
疾
患
に
関
す
る
予
防
法
や
治
療
法
な
ど
が
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て�

毎
日
の
よ
う
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
　�

　�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
生
活
習
慣
の�

乱
れ
や
内
臓
脂
肪
型
肥
満
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。�

　
厚
生
労
働
省
が
調
査
し
発
表
し
た
糖
尿
病
の

有
病
者
と
予
備
群
の
推
移
を
示
し
た
図
が
あ
り

ま
す
。（
図
１
）
こ
の
数
字
を
見
て
お
分
か
り
の
よ

う
に
糖
尿
病
の
有
病
者
と
予
備
群
の
総
数
は
調
査

年
毎
に
2
5
0
万
人
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。こ
れ
は

大
変
な
数
字
で
国
家
的
な
大
問
題
で
す
。�

　
日
本
人
の
死
因
を
2
0
0
5
年
の
統
計
で
見
る

と
病
気
で
は
悪
性
新
生
物（
が
ん
）が
多
く
、
つ
ぎ

に
狭
心
症
、心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
疾
患（
虚
血
性

心
疾
患
）、
つ
い
で
脳
梗
塞
、
脳
出
血
な
ど
の
脳

血
管
疾
患
の
順
に
な
り
ま
す
。�

　
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の

疾
患
は
そ
れ
ぞ
れ
動
脈
硬
化
を
促
進
し
て
心
筋

梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
致
死
性
の
高
い
疾
患
を
招

く
因
子
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
最
近
糖
尿

病
・
高
血
圧
症
・
脂
質
異
常
症
な
ど
の
「
生
活
習

慣
病
」
の
基
盤
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
『
肥

満
』
で
す
。�

　
厚
生
労
働
省
が
2
0
0
4
年
に
実
施
し
、2
0
0
6

年
に
発
表
し
た
国
民
健
康
栄
養
調
査 

「
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
状
況
」
で
は
有
病
者
が
1
、

3
0
0
万
人
、
予
備
群
1
、4
0
0
万
人
、
総
数
2
、

7
0
0
万
人
で
し
た
。
そ
の
う
ち
の
1
、9
6
0
万

人
が
40
歳
か
ら
74
歳
で
男
性
は
2
人
に
1
人
、女

性
は
5
人
に
1
人
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
結

果
が
出
て
い
ま
す
。�

��
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医療制度改革�特集�

　
過
食
、
飽
食
、
高
カ
ロ
リ
ー
・
高
脂
肪
食
の

摂
取
、
運
動
不
足
な
ど
生
活
習
慣
の
歪
み
が
内

臓
間
の
脂
肪
蓄
積
を
加
速
さ
せ
ま
す
。
こ
の
内

臓
脂
肪
蓄
積
に
よ
る
肥
満
（
内
臓
脂
肪
型
肥
満
）

が
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
不
足
と
絡
み
合
い
、

糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
脂
質
異
常
症
と
拡
が
っ
て
、

動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
て
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中

な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
概
念
で
す
。（
図
２ 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
診
断
基
準
）�

　
こ
の
よ
う
に
、
肥
満
・
糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・

脂
質
異
常
症
な
ど
い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
病
は
、

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
病
気
で
は
な
く
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
組
み
立
て
て
い
る
疾

患
群
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
動

脈
硬
化
の
進
展
を
抑
え
る
た
め
の
警
鐘
と
し
て

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
登
場
し
た
と

も
言
え
ま
す
。（
図
３
）
こ
の
動
脈
硬
化
の
進
展

を
防
ぐ
た
め
に
も
薬
物
治
療
だ
け
で
な
く
適
切

な
食
事
療
法
や
運
動
療
法
を
継
続
し
て
な
に
よ

り
『
肥
満
』
を
改
善
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
生

活
習
慣
病
の
予
防
と
治
療
が
健
康
生
活
維
持
の

大
原
則
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。�

メタボリ
ック�

シンドロ
ーム�

は�
生活習慣

病�
内臓肥満�

動脈硬化�

脂質異常� 高血圧�

運動不足・過食・飽食・ストレス・遺伝性素因�

糖尿病�

ウエスト周囲径　　男性 85cm以上�
　　　　　　　　　女性 90cm以上�
（内臓脂肪面積100平方cm以上に相当)�
�
�

以下のうち�
2項目以上�

中性脂肪値�
  150mg/dL以上�
HDLコレステロール値�
    40mg/dL未満�
のいずれか、又は両方�

�

�
最高（収縮期）血圧�
  130mmHg以上�
最低（拡張期）血圧�
　 85mmHg以上�
のいずれか、又は両方�

�

�

空腹時血糖値�
110mg/dL以上�
�
�
 �
�

メタボリックシンドロームの診断基準�

内臓脂肪蓄積�

脂　質� 血　圧� 血糖値�
�

BMI＝体重（kg)÷身長(m)2

肥満度を表す指数。�
世界中で標準的に使われています。�
�

ボディ  マス  インデックス�　�

BMIっ
て？�

�

�
BMI    25以上以上�
　　　18.5以上�
　　　　　　～25未満��
　　　18.5未満�

�
 肥肥  満 �
�
  普　通�
　�
  や　せ�
�

図2

図3
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い
う
こ
と
で
健
診
の
制
度
を
も
う
け
、
特
定
健

診
と
同
じ
検
査
項
目
を
希
望
す
る
医
療
機
関
で

受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
特
定
保
健
指
導
は
あ
り

ま
せ
ん
。�

　
ま
た
、
昨
年
度
ま
で
は
、
泉
区
は
全
員
の
方
が

個
別
健
診
で
し
た
が
、そ
れ
以
外
の
区
は
、65
歳

以
上
は
個
別
健
診
、64
歳
以
下
の
方
は
市
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
の
集
団
健
診
と
、
健
診
の
受
診
方
法

が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
仙
台
市

　
こ
の
制
度
は
各
県
、
各
郡
、
市

町
村
国
保
単
位
で
取
り
組
み
か

た
が
違
い
ま
す
。
仙
台
市
が
今
回

の
制
度
改
革
で
い
ち
ば
ん
に
考

え
た
こ
と
は
、
従
来
基
本
健
康
診

査
を
受
け
て
き
た
方
で
今
回
の

制
度
の
特
定
健
診
対
象
外
の
年
齢
、

35
歳
か
ら
39
歳
、75
歳
以
上
の
方

の
健
診
の
機
会
を
な
く
さ
ず
、
制

仙
台
市
で
は
こ
れ
ま
で
老
人
保
健
法
で
35
歳
の
方
か
ら
基
本
健

康
診
査
を
受
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、今
回
の
医
療
制

度
改
革
で
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
に
つ
い
て
は
加
入
し
て
い

る
各
健
康
保
険
の
特
定
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
変
わ

り
ま
し
た
。�

特定健診� 特定保健指導�

仙台市国民健康保険加入者�

�

特
定
健
診�

指
定
の�

医
療
機
関
に
て�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム�

危
険
因
子
の
特
定�

仙台市が実施する�

特定健診を受けて�
ください。�

加入している医療保険者が実施する�

特定健診を受けてください。�
※詳しくは加入の医療保険者にお問い合わせください�

仙台市国民健康保険以外の加入者�

動機付け支援�
個別面接による指導�
（1回）�

3カ月間の指導�

積極的支援�

危険因子�
がある�

危険因子�
が多く�
ある�

今
年
度
か
ら
仙
台
市
の
市
民
健
診
の�

受
診
方
法
や
申
し
込
み
方
法
が
か
わ
り
ま
し
た
が�

ご
存
知
で
し
た
か
？�

医療制度改革にともなって年齢や加入している�
健康保険の種類に応じて健診の受け方がかわりました。�

（
が
ん
検
診
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
す
）�

�



医
師
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
基
礎
健
診
」「
特
定

健
診
」
は
全
て
個
別
健
診
に
な
り
ま
し
た
。 �

　
新
た
に
な
っ
た
市
民
健
診
、
「
基
礎
健
診
」
と

「
特
定
健
診
」
の
受
診
方
法
・
申
し
込
み
方
法
を

必
ず
ご
確
認
下
さ
い
。 �

　
40
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入
者
の
方
に
は
全
員

に
受
診
券
が
送
付
さ
れ
ま
す
。35
歳
か
ら
39
歳
、75

歳
以
上
の
方
で
健
診
を
希
望
す
る
方
は
各
区
の

家
庭
健
康
課
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
受
診
券

が
送
付
さ
れ
ま
す
。 �

　
健
診
の
登
録
医
療
機
関
の
名
簿
は
受
診
券
と

一
緒
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
の
い
な

い
方
は
名
簿
の
中
か
ら
選
び
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

度
上
可
能
な
限
り
確
保
す
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
行
政
の
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
支
援
サ
ー
ビ

ス
レ
ベ
ル
が
低
下
し
な
い
よ
う

に
工
夫
し
た
結
果
、
仙
台
市
で

は
基
本
的
に
は
特
定
健
診
の
部

分
と
基
礎
健
診
の
部
分
を
両
方

一
緒
に
市
民
の
方
に
提
供
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 �

　
健
診
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り

自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、健
康

づ
く
り
、早
期
疾
病
予
防
、生
活

習
慣
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。�

　
健
診
の
機
会
は
特
定
健
診
の

対
象
年
齢
に
限
ら
ず
大
事
な
も

の
で
す
。�

 

　
特
定
健
診
外
の
35
歳
か
ら
39
歳
、

75
歳
以
上
の
方（
後
期
高
齢
者
医

療
）
に
つ
い
て
は
基
礎
健
診
と�

仙台市健康増進課　　�
並河  紋子 課長 

医療制度改革�特集�

35～39歳�
75歳以上�
の方�

基礎健診� 40～74歳�
の方�

  職場で�

『事業者健診』を�

  受けられますか？�

  職場の�
『事業者健診』を�
  受けてください。�

仙台市が実施する基礎健診�
を受けてください。�

保険証の�

医療保険者名�
をご確認ください。�

申込み案内を確認してお申込いただき�
お近くの登録医療機関で受診ください。�

YES

NO

  職場で�

『事業者健診』を�

  受けられますか？�

  職場の�
『事業者健診』を�
  受けてください。�YES

NO

市民健診がかわりました�

�



作
業
療
法
士
加
川
さ
ん
、
リ

ハ
ビ
リ
用
具
の
点
検
を
し
て
訪

問
先
に
向
か
い
ま
す
。

待
っ
て
い
た
の
は
芳
賀
千
代

乃
さ
ん
（
90
歳
）、
一
週
間
一

度
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
時
間
が

楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

世
間
話
に
千
代
乃
さ
ん
の
顔
も

ほ
こ
ろ
び
ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
ム

ー
ド
を
保
ち
な
が
ら
、
血
圧
･
体

温
を
測
定
、
身
体
状
態
を
確
認
し

ま
す
。

準
備
体
操
、
ゆ
っ
く
り
状
況
に

あ
わ
せ
な
が
ら
行
い
ま
す
。

筋
力
維
持
の
た

め
足
の
屈
伸
運
動

は
大
切
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
器
具

を
つ
け
て
足
踏
み

練
習
。

30
分
後
、
つ

え
を
持
た
な
い

で
廊
下
を
歩
い

て
み
ま
し
た
。

し
っ
か
り
し
た

足
取
り
で
す
。

次
回
の
リ
ハ
ビ
リ

の
参
考
に
今
日
の
経

過
を
ま
と
め
ま
す
。

�

豊
齢
ホ
ー
ム
で
は
入
所
・
通
所
の
方
々
に
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
在

宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
待
ち
望
ん
で

い
た
方
々
の
声
に
応
え
て
四
月
か
ら
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
れ
は

作
業
療
法
士
が
自
宅
を
訪
問
し
て
、
心
身
機
能

の
維
持
・
改
善
と
日
常
生
活
動
作
の
向
上
に
必

要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
も
の
で
す
。

生
活
環
境
の
中
で
、
ど
こ
に
困
っ
て
い
る
の
か
、

何
が
必
要
な
の
か
具
体
的
な
こ
と
が
わ
か
り
、

生
活
動
作
に
あ
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実

際
に
生
活
さ
れ
て
い
る
環
境
の
中
で
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
の
で
よ
り
効
果
的
で

す
。
い
ま
持
っ
て
い
る
能
力
や
体
力
、
機
能
の

低
下
速
度
を
少
し
で
も
ゆ
る
や
か
に
す
る
こ
と
。

介
護
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
家
庭
の
な
か
で
生
活
を
お
く
り
た
い
と
望

ん
で
い
る
方
も
い
ま
す
。
長
く
在
宅
で
生
活
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
よ
い
リ
ハ

財
団
法
人
仙
台
市
医
療
セ
ン
タ
ー
介
護
老
人
保
健
施
設

※ 茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

1

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
じ
ま
り
ま
し
た
！

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
じ
ま
り
ま
し
た
！

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
じ
ま
り
ま
し
た
！

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
じ
ま
り
ま
し
た
！

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
じ
ま
り
ま
し
た
！

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
じ
ま
り
ま
し
た
！

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
じ
ま
り
ま
し
た
！

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
じ
ま
り
ま
し
た
！

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
じ
ま
り
ま
し
た
！

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
じ
ま
り
ま
し
た
！

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
じ
ま
り
ま
し
た
！

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
じ
ま
り
ま
し
た
！

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
じ
ま
り
ま
し
た
！

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
じ
ま
り
ま
し
た
！

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
じ
ま
り
ま
し
た
！

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
じ
ま
り
ま
し
た
！

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
じ
ま
り
ま
し
た
！

できれば

嬉しいで
す！

できれば

嬉しいで
す！

できれば

嬉しいで
す！

できれば

嬉しいで
す！

できれば

嬉しいで
す！

できれば

嬉しいで
す！

できれば

嬉しいで
す！

できれば

嬉しいで
す！

できれば

嬉しいで
す！

できれば

嬉しいで
す！

できれば

嬉しいで
す！

できれば

嬉しいで
す！

できれば

嬉しいで
す！

できれば

嬉しいで
す！

できれば

嬉しいで
す！

できれば

嬉しいで
す！

できれば

嬉しいで
す！

※
記
事
掲
載
に
つ
い
て
は
、

ご
本
人
、
ご
家
族
の
同

意
を
得
て
お
り
ま
す
。



�

豊齢ホーム職員が説明いたします。�

（申込書を作成します）�

豊齢ホーム職員がご自宅にお伺いして、ご本

人の身体状況を確認させて頂きます。（担当の

ケアマネジャーが同行する場合もあります）�

主治医に訪問リハ指示書を依頼します。�

（月毎に指示書は必要になります）�

相　談�1

利用に関する説明�2

自宅訪問�3

ご自身の担当ケアマネジャーに相談、または、

当施設に直接ご相談下さい。�

ご本人、ご家族と相談してリハビリ計画を作

成します。計画は、3カ月毎に見直しを行い

ます。�

リハビリの計画書作成�4

サービス開始�5

訪問リハビリ利用開始までの流れ�費用の目安�
《指定訪問リハビリテーション》�

（要介護1-5）�

《指定介護予防訪問リハビリテーション》�
（要支援1-2）�

病院や介護保険施設から退院・退所した
日から、または新たに要支援認定を受け
た日から3カ月を越えて自宅に訪問した
場合は、�

訪問1回につき　　526円�

病院や介護保険施設から退院・退所した
日から、または新たに要支援認定を受け
た日から3カ月以内に自宅に訪問した場
合は、�

訪問1回につき　　728円�

病院や介護保険施設から退院・退所した
日から、または新たに介護認定を受けた
日から3カ月を越えて自宅に訪問した場
合は、�

訪問1回につき　　526円�

病院や介護保険施設から退院・退所した
日から、または新たに介護認定を受けた
日から1カ月を越えて3カ月以内に自宅
に訪問した場合は、�

訪問1回につき　　728円�

病院や介護保険施設から退院・退所した
日から、または新たに介護認定を受けた
日から1カ月以内に自宅に訪問した場合は、�

訪問1回につき　　859円�

訪問リハビリを利用するには�

お申込・具体的な訪問リハビリ
テーションのサービス内容は、
お電話にてお問い合わせ下さい。�

茂庭台豊齢ホーム�
〒982―0252　仙台市太白区茂庭台二丁目16番10号�
電話（022）281―3190（代表）　担当：堀籠・齋藤�

お問い合わせ先�

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
職
員
一
同
励
ん
で
参
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
具
体
的
内
容

快
適
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
関
節
の
運

動
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
起
き
上
が

り
、
立
ち
上
が
り
、
歩
行
な
ど
が
よ
り
安
定
す

る
よ
う
に
指
導
い
た
し
ま
す
。

調
理
、
洗
濯
、
掃
除
、
買
い
物
な
ど
日
常
生

活
上
の
動
作
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
援

助
し
ま
す
。

ま
た
、
認
知
機
能
に
低
下
の
み
ら
れ
る
方
の

在
宅
生
活
上
で
の
問
題
を
ご
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
一
緒
に
解
決
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

他
、
手
す
り
の
設
置
位
置
や
段
差
解
消
、
杖
、

歩
行
器
な
ど
福
祉
用
具
選
択
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

行
い
ま
す
。
対
象
に
な
る
方
で
す
が
、
要
支

援
・
要
介
護
の
方
で
、
病
院
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な
く
な
っ
た
方
、
外
出
が
難

し
い
方
、
退
院
後
間
も
な
い
方
、
体
力
低
下
が

著
し
い
方
な
ど
に
な
り
ま
す
。

利
用
料
金
は
介
護
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
上
記
／
費
用
の
目
安
・
参
照
）

利
用
期
間
は
一
年
間
を
利
用
期
間
の
目
安
と

し
て
い
ま
す
が
、
ご
本
人
の
状
態
に
よ
っ
て
は

利
用
の
延
長
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

※
作
業
療
法
士→

医
師
の
指
示
の
も
と
障
害
の
状

態
、
生
活
の
仕
方
、
取
り
巻
く

環
境
な
ど
を
細
か
く
把
握
し
機

能
の
回
復
を
図
り
自
立
的
な
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
、
訓
練
や

指
導
・
援
助
を
行
い
ま
す
。

皆さんの
お手伝い

がで
嬉皆さんの

お手伝い
がで
嬉皆さんの

お手伝い
がで
嬉皆さんの

お手伝い
がで
嬉皆さんの

お手伝い
がで
嬉皆さんの

お手伝い
がで
嬉皆さんの

お手伝い
がで
嬉皆さんの

お手伝い
がで
嬉皆さんの

お手伝い
がで
嬉皆さんの

お手伝い
がで
嬉皆さんの

お手伝い
がで
嬉皆さんの

お手伝い
がで
嬉皆さんの

お手伝い
がで
嬉皆さんの

お手伝い
がで
嬉皆さんの

お手伝い
がで
嬉皆さんの

お手伝い
がで
嬉皆さんの

お手伝い
がで
嬉



	

コンタクトレンズの
落とし穴

健康のワンポイント 

アドバイス�
健康のワンポイント 

アドバイス�

処
方
や
取
り
扱
い
が
不
適
切
な
場
合
に
は
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
ト
ラ
ブ
ル
・
障
害
を
き
た

し
ま
す
。

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
心
臓
の
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
･
人
工
呼
吸
器
･
透
析
器
と
同
じ
高
度
管

理
医
療
器
で
す
。

安
易
に
扱
わ
ず
正
し
く
理
解
し
て
眼
科
専
門

医
の
指
導
の
も
と
使
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
種
類

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
種
類
は
大
き
く
分
け

る
と
ハ
ー
ド
レ
ン
ズ
と
ソ
フ
ト
レ
ン
ズ
が
あ
り

ま
す
。

ソ
フ
ト
レ
ン
ズ
に
は
使
い
捨
て
の
も
の
が
あ

り
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

使
い
捨
て
レ
ン
ズ
に
は
、
は
ず
し
た
と
き
に
は

捨
て
る
だ
け
で
手
入
れ
が
ま
っ
た
く
要
ら
な
い

ワ
ン
デ
ー
タ
イ
プ
の
レ
ン
ズ
と
毎
日
は
ず
し
て

手
入
れ
を
し
な
が
ら
二
週
間
ご
と
に
交
換
し
て

い
く
レ
ン
ズ
が
あ
り
ま
す
。

比
較
的
短
い
間
隔
で
交
換
し
て
い
く
と
い
う

意
味
合
い
で
使
い
捨
て
系
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

ま
す
が
こ
れ
は
し
っ
か
り
し
た
手
入
れ
が
必
要

な
レ
ン
ズ
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

使
い
捨
て
タ
イ
プ
だ
か
ら
安
心
だ
と
思
う
の

は
禁
物
で
す
。

ど
の
種
類
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
で
あ
っ
て

も
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
目
の
上
に
の
せ
る
異

物
で
す
。
管
理
し
て
い
て
も
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ

酸
素
（
二
酸
化
炭
素
）
の
交
換
が
低
下
し
ま

す
。
ま
た
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
目
の
カ

ー
ブ
な
ど
に
合
わ
せ
て
処
方
を
変
更
す
る
の

で
す
が
、
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
場

合
は
、
変
更
の
余
地
が
な
い
た
め
、
よ
り
窮

屈
な
処
方
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
も
ト

ラ
ブ
ル
が
増
え
る
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
も
一
週
間
連
続
装
用
ソ
フ
ト
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
や
カ
ラ
ー
（
ソ
フ
ト
）
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
装
用
が
必
要
な
場
合
は

専
門
医
と
十
分
に
相
談
す
る
こ
と
に
加
え
、

定
期
検
査
が
よ
り
重
要
に
な
り
ま
す
。

佐渡　一成先生
（さど眼科院長）

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
き
ち
ん
と

管
理
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
ト
ラ
ブ
ル
の
比
率

は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
黒
目

（
角
膜
）
に
傷
が
つ
く
も
の
や
ま
ぶ
た
の
裏
側

（
眼
瞼
結
膜
）
が
隆
起
し
て
く
る
も
の
の
よ
う

に
通
常
の
（
定
期
）
検
査
で
わ
か
る
も
の
の

他
に
、
特
殊
な
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
気
づ

か
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
気
づ
か
な
い
う

ち
に
角
膜
の
細
胞
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
実
際
に
あ
り
ま
す
。
角
膜
内
皮
細
胞
の

障
害
は
自
覚
症
状
を
全
く
伴
わ
な
い
た
め
本

人
が
気
づ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
カ
月

ご
と
の
定
期
検
査
に
加
え
て
、
数
年
に
一
回

く
ら
い
は
角
膜
内
皮
細
胞
の
検
査
も
受
け
ト

ラ
ブ
ル
か
ら
目
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
の
多
い
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

一
週
間
連
続
装
用
ソ
フ
ト
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

一
週
間
入
れ
っ
ぱ
な
し
で
手
入
れ
は
不
要
。

便
利
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
寝
て
い
る
間
も
異

物
を
装
用
し
て
汚
れ
が
蓄
積
、
酸
素
（
二
酸

化
炭
素
）
の
交
換
が
低
下
、
涙
液
の
交
換
が

妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
の
頻
度

が
高
く
な
り
ま
す
の
で
連
続
装
用
は
避
け
た

ほ
う
が
望
ま
し
い
の
で
す
。

カ
ラ
ー
（
ソ
フ
ト
）
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
お
し
ゃ
れ
と
し
て
は
最

近
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
目
の
上
に
の
せ

る
も
の
で
す
の
で
本
来
色
（
カ
ラ
ー
）
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ラ
ー
を
入
れ
る
こ
と
で

安全なコンタクトレンズ装用に欠かせない三条件

�毎日の正しいケア

使用者と使用しているコンタクトレンズにあったケア
用品を選択し、正しいやり方を継続して行うことが大
事です。

�3カ月ごとの定期検査

調子がいいけれども検査する、それが定期健査です。

�専門医による適切な処方

必ず眼科専門医の検眼･処方を受け購入しましょう。






ド
ク
タ
ー
訪
問

花が咲くと気持が
弾みます

大河内　亨子先生
（水の森皮膚科　院長・54歳）

後
、
平
成
十
四
年
五
月
に
水
の
森

に
開
院
い
た
し
ま
し
た
。

周
囲
の
お
手
伝
い
が
あ
っ
て
仕

事
と
家
庭
を
両
立
し
て
こ
ら
れ
た

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
家
族
と
話

を
す
る
時
間
を
大
事
に
と
思
っ
て

き
ま
し
た
の
で
余
暇
は
料
理
や
読

書
を
す
る
く
ら
い
で
す
。
特
別
な

趣
味
を
や
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、

多
種
多
様
な
趣
味
を
も
つ
患
者
さ

ん
た
ち
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
趣

味
の
世
界
を
教
え
て
い
た
だ
く
こ

と
も
多
く
、
あ
り
が
た
く
と
て
も

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
み

と
い
え
ば
自
然
に
任
せ
て
い
ま
す

が
、
開
院
時
に
お
祝
い
に
い
た
だ

い
た
蘭
や
青
い
あ
さ
が
お
、
濃
い

紫
色
を
も
つ
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の

え
ん
ど
う
な
ど
、
時
期
が
く
る
と

美
し
い
花
を
み
せ
て
く
れ
る
植
物
。

花
が
咲
く
と
気
持
ち
が
弾
み
と
て

も
楽
し
く
な
り
ま
す
。
自
然
に
も

感
謝
。
そ
ん
な
思
い
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
そ
の
時
々
を
大
切
に

し
て
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

▲屋久島に縄文杉を見に（3年前の夏）

佐藤　俊一先生
（�杜の都産業保健会　労働衛生コンサルタント・82歳）

で
航
空
医
学
の
道
に
進
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
終
戦
で
方
向

転
換
。
親
父
同
様
、
第
一
内
科
を

経
て
内
科
医
の
道
を
歩
む
こ
と
に

な
り
、
以
来
八
十
二
歳
の
今
日
ま

で
現
役
で
お
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
歩
く
こ
と
を
心
が
け
、
暴
飲
暴

食
を
さ
け
メ
タ
ボ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
昼
食

は
妻
の
つ
く
る
お
弁
当
。
早
朝
出

勤
で
も
つ
く
っ
て
く
れ
ま
す
の
で

感
謝
で
す
。
趣
味
は
釣
り
、
フ
ラ

イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
で
す
。
仕

掛
け
を
作
る
の
も
充
実
し
た
時
間

で
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
の
は
魚
と
の

知
恵
く
ら
べ
。
返
し
無
し
の
釣
り

針
を
用
い
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ

ー
ス
を
心
が
け
釣
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
い
ま
、
挑
戦
中
な
の
が

無
線
の
上
級
試
験
。「
ト
ン
･
ツ
ー
」

の
信
号
音
で
通
信
が
で
き
る
日
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
筆
記
は
良
い

の
で
す
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
奮
闘
中
。

日
々
、
身
体
の
健
康
と
と
も
に
頭

の
健
康
も
大
事
に
す
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲二口渓谷キャンプ場（日赤時代）

育
ち
は
東
京
で
す
が
、
大
学
が

こ
ち
ら
で
し
た
の
で
そ
れ
が
き
っ

か
け
で
仙
台
で
仕
事
に
つ
き
ま
し

た
。国

立
病
院
、
現
在
の
仙
台
医
療

セ
ン
タ
ー
で
十
五
年
余
勤
務
し
た

仙
台
生
ま
れ
で
す
。
空
襲
で
焼

け
ま
し
た
が
現
在
の
一
番
町
付
近

で
育
ち
ま
し
た
。
親
父
は
東
北
大

の
第
一
内
科
出
身
で
日
赤
に
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
二
高
時

代
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
や
っ
て
い
た
の

醍醐味は魚との
知恵比べ



たとえば「こんな趣味をお持ちの先生を知っています」といった情報は、編集部へお寄せください。
また、読者のみなさんの投稿も大歓迎です。

〒984－0806  仙台市若林区舟丁64－12 仙台市医師会事務局「てとてとて」編集部宛

�

感謝を忘れずよりよい診療を……
外科医院を開業していた父が体調をくずし、西多賀病院の整形外科に勤務して
いた私が後を引き継ぐ形で整形外科クリニックとしてスタートしたのは平成2年
のことです。そのときからいちばんに思っていることは感謝ということです。
先輩医師の教えに感謝し、患者さんに来ていただけることに感謝しています。
その患者さんに対して少しでも応えられるようにと心がけて診療しています。

診察するときに時間をかけてお話を聞くようにしていますが、待ち時間が長くな
るために、患者さんには申し訳なく思っています。この地域も高齢化で70代80代
の一人暮らしや老々介護も多くなっていますので、患者さんの生活環境を知るこ
とも、治療や生活指導をする上で重要と思っています。誰と暮らしているのか、
誰が近くにいるのかなど、それぞれの状況を把握することで対処方法も違ってく
るはずです。
医師会の集まりにはなるべく出るようにしています。新しい知識を得ることも

大切ですが、他の科の先生方とお話しする
機会が増えれば、自分の専門外の疾患を、
その患者さんにとってよりよい病院・診療
所に紹介することが可能だからです。また、
以前から東北労災病院の脊椎手術に参加し
ていますので、脊椎以外の整形外科疾患で
も、何かあれば相談をしてアドバイスを受けたりしています。医師にとっては
多くの患者さんの一人であっても、患者さんにとっては一回きりの人生ですの
で、患者さんにとって何が大切かを常に忘れず診療に当たっていきたいと思っ
ています。

▲金渕　隆人先生
（医療法人　金渕整形外科クリニック院長）

スポーツをいろいろやっていたの
ですが、最近はゴルフくらいです。
写真は医師会の先生と……。

次号より新コーナー「市民のページ」がスタートします。そこで、仙台市にお住まいの皆さんから健康
にまつわる体験談を募集します。
あなたの健康体験談を400字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、電話番号を明記の上、写真一枚（顔、また

は体験時のもの）を同封してお送りください。採用された方には図書カード（1,000円分）を差し上げます。
どしどしお寄せ下さい。

〒984－0806  仙台市若林区舟丁64－12

仙台市医師会事務局「てとてとて」編集部 市民のページ係 宛　

※体験談は随時募集し、選考の上、年2回発行の本誌でご紹介します。
※いただいた個人情報は、掲載に関すること以外には使用いたしません。

健康体験談募集のお知らせ健康体験談募集のお知らせ健康体験談募集のお知らせ健康体験談募集のお知らせ健康体験談募集のお知らせ健康体験談募集のお知らせ健康体験談募集のお知らせ健康体験談募集のお知らせ健康体験談募集のお知らせ健康体験談募集のお知らせ健康体験談募集のお知らせ健康体験談募集のお知らせ健康体験談募集のお知らせ健康体験談募集のお知らせ健康体験談募集のお知らせ健康体験談募集のお知らせ健康体験談募集のお知らせ



�

予予
防防
接接
種種
事事
始始
めめ
とと
「「
いい
のの
ちち
」」
像像

英国の外科医ジェンナーが発明した種痘法が仙台藩に伝わったのは、それから約半世
紀を経た嘉永３年（1850）といわれる。その効果を疑って信ずるものが少なかったが、長
町の造り酒屋で苗字帯刀、鞍付き乘馬をも許されていた非凡で見識高い小倉三五郎（撫

ぶ

松
しょう

と号する）は、子どもが夭折していたので孫の長太郎（のち茗
みょう

園
えん

と号する）にすすん
で接種を施した。天然痘が流行して若くして死ぬものが多かったので、翁はあちこち出
向いて種痘の必要を説いてまわったが理解する人は少なかった。江戸の種痘所が西洋医
学所と改称された文久元年（1861）のころから全国的に天然痘が蔓延、翌2年2月に小倉翁
は仙台藩に種痘施行を嘆願し数多くの人々の命を救った。その後も藩内に種痘の普及を
はかったという。仙台市太白区門前町から登った大年寺総門右手植え込みの中にある
《撫松小倉翁遺徳碑》は、種痘に関わる翁の事蹟を詳しく紹介する。大槻文彦はこの碑
中で｢…医に非ずして医なり、種痘の術を施し、恩万児に及ぶ、夭折跡を絶え、正歯益々
滋し…｣と称えている。祖父の三五郎、孫の長太郎共に名取郡北方の大肝入り、郡長とし
て地方行政の安寧に尽くし野にあっては文人・実業人として殖産振興などに大きく貢献
していたことを覚えておきたいものである。
以来150年。21世紀の時代となり少子・高齢化が急速に進むなか予防医学の砦は強固な

ものに組み立てられるようになった。一方国際化の広がりで検疫や感染症に対する考え
方、枠組みも大きく変わってきている。予防接種法が定められているがその対象となる
ものには体力が消耗した幼児や子どもが余病を起こしたり、取り返しのつかない後遺症
を残す危険のある病気もあり、昭和40年代以降は予防接種事故の発生が目立ち、平成時
代になると新しく発見される新型ウイルスへの恐怖が大きくなってきている。
小倉翁遺徳碑のある大年寺山から西方に越路山、西北方には経が峰がある。向山を経

て峰を連ねている。仙台都心部に最も近い四季を楽しめる近郊散策地の一つで、特に向
山三丁目あたりは自然に恵まれて文教･福祉施設が多く、住宅開発も進み活況ある地域で
あった。昭和40年に現知事公舎にあった県立中央児童館がここに移転し、遊戯館やモデ
ル遊園地がつくられ、｢おてんとさん｣の三つの歌碑も建てられて児童公園に整備された。
その児童館の庭に《いのち像》が設置されている。
｢予防接種禍を忘れない、予防接種禍の悲劇を後世に伝え、被害者の鎮魂を祈る｣と、

被害者の家族や支援者で組織するいのちの尊厳を考える会（吉原賢二代表）は、ドイツ彫
刻家イングリット･バウムゲルトナー女史に依頼して制作したブロンズ像の前で、毎年5
月｢いのち像を囲む集い｣を、また講演会などを開催している。｢いのちのランタン（ワク
チン禍被害者名簿収納）｣｢いのち輝く愛の姉弟像(木彫刻)｣は会の3点セットのうちである。
バウムゲルトナー女史は｢子どもたちと障害者たちはわれわれ社会の一番弱いメンバー。

自分自身を表現できずその権利さえ要求できない彼らの人格の重要性を受け入れ、子ど
もたちを全て平等に尊重する｣という。有徳の人小倉翁の種痘接種への勇気も、考える会
のいのち像への想いも同源であるに違いない。

（仙台郷土研究会副会長　伊勢　民夫）

いのち像

いのち像を囲む集い（県児童館閉館で広場も変わるのだろうか）

撫松小倉翁遺徳碑

仙
台
歴
史
を
歩
く



市
民
医
学
講
座
か
ら

C
A
L
E
N
D
A
R

市
民
医
学
講
座

仙
台
市
・
仙
台
市
医
師
会

仙
台
市
医
療
セ
ン
タ
ー
・
仙
台
市
救
急
医
療
事
業
団

〔
問
い
合
わ
せ
〕仙
台
市
医
師
会

Tel.（
2
2
7
）1
5
3
1

仙
台
市
医
師
会
が
共
催
す
る
市
民
医
学
講

座
は
、毎
月
1
回
13
時
30
分
〜
15
時
に
開
催
。

そ
の
模
様
は
毎
回
録
画
し
て
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
（
キ
ャ
ベ
ツ
、
C
A
T
l

V
）
で
も
放
送

し
て
い
ま
す
。

※
市
民
医
学
講
座
は
仙
台
市
急
患
セ
ン
タ
ー
・

仙
台
市
医
師
会
館
2
階
ホ
ー
ル
で
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

仙
台
市
若
林
区
舟
丁
64
l

12



８
月
21
日（
木
）

肝
臓
が
ん
に
つ
い
て

千
田
　
信
之
先
生

７
月
17
日（
木
）

あ
な
た
の
周
り
の
う
つ
病三浦

　
伸
義
先
生

10
月
16
日（
木
）

宮
城
県
に
お
け
る
臓
器
移
植
の
実
績
と
課
題

藤
盛
　
啓
成
先
生

９
月
18
日（
木
）

救
急
医
療
に
つ
い
て

茂
泉
　
善
政
先
生

12
月
18
日（
木
）

口
腔
が
ん
に
つ
い
て

志
賀
　
清
人
先
生

11
月
20
日（
木
）

腰
部
脊
椎
管
狭
窄
症

小
澤
　
浩
司
先
生

●
食
べ
て
治
す
―
患
者
さ
ん
を
支
え
る

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
―

（
４
月
17
日
／
仙
台
オ
ー
プ
ン
病
院
消

化
器
外
科
・
一
般
外
科
部
長
　
土
屋

誉
先
生
）

栄
養
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
（
Ｎ

Ｓ
Ｔ
）。
活
動

の
大
き
な
目
標

の
一
つ
は
「
で

き
る
だ
け
腸
を

つ
か
お
う
」
で

す
。
栄
養
管
理

は
す
べ
て
の
医

療
の
基
本
。
患
者
さ
ん
の
原
疾
患
治
療

の
効
果
を
高
め
合
併
症
を
軽
減
し
早
く

元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
く
。
そ
れ
は
チ

ー
ム
医
療
の
推
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
看
護
師
、
栄
養
士
、
薬
剤
師
、

検
査
技
師
、
事
務
、
医
師
な
ど
が
専
門

性
を
い
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら

患
者
さ
ん
の
栄
養
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
救
急
の
現
場
か
ら
み
た
あ
ん
な
病
気

こ
ん
な
病
気

（
５
月
15
日
／
国
立
病
院
機
構
仙
台
医

療
セ
ン
タ
ー
　
救
命
救
急
副
セ
ン
タ
ー

長
　
山
田
　
康

雄
先
生
）

突
然
心
停
止

し
た
人
を
救
命

す
る
た
め
に

は
、
迅
速
な
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー

Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
そ
ば

に
い
る
人
の
※
心
肺
蘇
生
）
の
開
始
が

き
わ
め
て
重
要
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
病
気

に
お
い
て
気
道
・
呼
吸
・
循
環
の
異
常

を
早
期
に
認
知
し
適
当
な
処
置
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
危
険
な
頭
痛
、
胸

痛
、
腹
痛
を
早
期
に
認
識
し
、
救
急
シ

ス
テ
ム
を
起
動
す
る
こ
と
は
大
切
。
急

性
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
は
発
症
か
ら
治

療
開
始
ま
で
の
時
間
短
縮
が
予
後
改
善

に
不
可
欠
で
す
。
※
�
反
応
確
認
�
１

１
９
番
通
報
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
手
配
�
気
道

確
保
と
呼
吸
確
認
�
人
工
呼
吸
�
胸
骨

圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）。

●
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
糖

尿
病
―
き
っ
と
わ
か
っ
て
頂
け
ま
す
―

（
６
月
19
日
／
東
北
労
災
病
院
　
糖
尿

病
代
謝
内
科
部
長

赤
井
裕
輝
先
生
）

食
べ
過
ぎ
、

飲
み
過
ぎ
、
運

動
不
足
が
も
た

ら
す
内
蔵
脂
肪

型
肥
満
と
は
、

腹
部
の
内
臓
に

脂
肪
が
蓄
積
し

て
お
腹
の
出
っ

張
っ
た
状
態
。

そ
の
結
果
、
血
糖
、
血
圧
、
中
性
脂
肪

が
上
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
体
質
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
と
い
い
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な

ど
の
病
気
や
、
糖
尿
病
を
起
こ
し
や
す

く
し
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
お
よ
び
糖
尿
病
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

な
ら
な
い
た
め
の
秘
訣
、
な
っ
て
し
ま

っ
た
後
の
対
策
の
お
話
で
し
た
。

ケーブルテレビ放送番組

市民医学講座 1時間番組

■キャベツ（4チャンネル）
火曜 12:00～ 木曜 21:00～
日曜 9:00～

■CAT-V（4チャンネル）
水曜 11:00～ 金曜 11:00～

仙台市医師会広報番組
（家庭の医学）30分番組

■キャベツ（4チャンネル）
木曜 12:00～ 土曜 9:00～
日曜 19:30～

■CAT-V（4チャンネル）
火曜 10:30～
木曜 10:30～

8月�
乳房再建�

10月�
増殖糖尿病網膜症の外科的治療�

9月�
こどもの救急�

仙台市医師会では、ケーブルテレビを活用して
医療と健康についての番組を放送しています。

■「最新の不妊治療戦略」
吉田　仁秋　先生（6月の放送より）

■「夏に多い皮膚の感染症
～とびひ、おできは何故できるの？～」

千釜　理佳　先生（7月の放送より）

HPアドレス　http://www.sendai.miyagi.med.or.jp/



役立ててください。こんな行事、あんな行事。仙台市内の医療と保健・福祉

�

編集後記
本号は従来の市民健診に代わって、4月から新しくスタートした特定健

診・特定保健指導について特集されています。またメタボリックシンド
ロームについて、専門家の解説をお読みください。
仙台市で一番古くからあり仙台市と医師会が出資・運営している茂庭

台豊齢ホームでは、従来からの入所・通所リハビリと共に本年4月から訪
問リハビリも開始しており、これらの利用方法をご案内しております。

（医政広報部　針生建吉）

感想・ご意見、投稿をお待ちしています。
「てとてとて」編集部宛お寄せください。

〒984－0806 仙台市若林区舟丁64－12
仙台市医師会 医政広報部 宛

誌名「てとてとて」の意味は、「家族を含めた患者さんと医師、
そして行政の三者の手の強い結びつき」を表しています。

本誌の複写・転載については、仙台市医師会にご相談ください。

仙
台
オ
ー
プ
ン
病
院

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
2
5
2
）1
1
1
1

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
2
8
1
）3
1
9
0

仙
台
市
救
急
医
療
事
業
団

初
期
救
急
医
療
機
関
案
内
電
話
番
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
2
3
4
）5
0
9
9

Ｆ
Ａ
Ｘ（
2
１
4
）5
0
9
７

宮
城
県
地
域
医
療

情
報
セ
ン
タ
ー

仙
台
市
医
療
相
談

コ
ー
ナ
ー

仙
台
市
医
師
会

市
民
の
皆
様
方
の
健
康
を
守
る
た
め
に

人
間
ド
ッ
ク
を
開
設
し
て
い
ま
す
。「
早

期
発
見
」「
早
期
治
療
」「
予
防
と
生
活
管

理
」
が
大
切
で
す
。

※
そ
の
他
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
を
多
数
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
（
２
５
２
）
１
１
１
１

（
内
線
３
５
０
１
）

ご
予
約
は
健
診
セ
ン
タ
ー
へ

仙
台
市
と
仙
台
市
医
師
会
が
協
力
し
て

設
立
し
た
財
団
法
人
仙
台
市
医
療
セ
ン

タ
ー
の
介
護
老
人
保
健
施
設
「
茂
庭
台

豊
齢
ホ
ー
ム
」
で
は
、施
設
入
所
の
ほ
か

に
短
期
入
所
療
養
介
護
、
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

仙
台
市
救
急
医
療
事
業
団
で
は
、休
日
･

夜
間
に
診
療
を
行
っ
て
い
る
市
内
の
医

療
機
関
の
電
話
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

電
話
受
付
時
間

平
日
　
／
午
後
７
時
〜
翌
朝
７
時

土
曜
　
／
午
後
２
時
〜
翌
朝
７
時

休
日
※
／
午
前
９
時
〜
翌
朝
７
時

※
休
日
↓
日
曜
、
国
民
の
休
日
、
年
末

年
始
。
た
だ
し
、
診
療
科
･
時
間
帯
に
よ

り
ご
案
内
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

2
日
ド
ッ
ク

健
診
費
用
６
４
、
０
５
０
円
（
税
込
）

●
月
〜
火
コ
ー
ス
、
水
〜
木
コ
ー
ス

午
前
８
時
か
ら
受
付
、
翌
日
13
時
頃
終
了

●
木
〜
金
コ
ー
ス

午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
、

翌
日
午
後
3
時
30
分
頃
終
了

1
日
ド
ッ
ク

健
診
費
用
３
６
、
７
５
０
円
（
税
込
）

●
火
・
水
・
金
の
い
ず
れ
か

午
前
7
時
45
分
受
付
、
13
時
頃
終
了

大
腸
ガ
ン
検
診

（
免
疫
学
的
便
潜
血
反
応
検
査
）

１
、
5
7
5
円
（
税
込
）

脳
検
診
（
M
R
I
・
M
R
A
）

健
診
費
用
２
１
、０
０
０
円
（
税
込
）

検
査
時
間
は
40
分
く
ら
い

レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク

乳
が
ん
検
診
　
５
、
２
５
０
円
（
税
込
）

子
宮
が
ん
検
診
５
、
５
０
０
円
（
税
込
）

●
火
・
水
の
い
ず
れ
か
午
前
11
時
受
付

短
期
入
所
療
養
介
護

介
護
す
る
家
族
の
方
が
病
気
や
冠
婚
葬

祭
、
旅
行
等
の
た
め
、
一
時
的
に
介
護

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、

ご
利
用
で
き
ま
す
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

１
日
５
時
間
程
度
、
機
能
訓
練
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
日
常
生
活
訓
練
を
行

い
、
食
事
、
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
提
供
日

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

●
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間

9
時
〜
16
時

●
定
員
40
名

宮
城
県
休
日
･
夜
間
診
療
案
内
サ
ー
ビ
ス

24
時
間
対
応
の
電
話
自
動
音
声
と
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
で
、
宮
城
県
内
の
休
日
当
番

医
、
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
等
の
診

療
科
目
、
医
療
機
関
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、診
療
時
間
を
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

T
E
L
（
２
１
６
）
９
９
６
０

な
お
、
休
日
当
番
医
情
報
や
そ
の
他
の

情
報
（
県
内
感
染
症
情
報
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
情
報
等
）
は
、当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
23.ocn.ne.jp/

〜m
m
ic

診
療
に
関
す
る
相
談
窓
ロ

医
師
と
医
療
を
受
け
る
患
者
さ
ん
と

が
、
共
同
し
て
疾
病
を
克
服
し
、
医
師
、

患
者
間
の
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
こ
と

●
受
付
時
間：

平
日
９
時
〜
12
時
、
13

時
〜
15
時
（
電
話
ま
た
は
面
談
。
但
し

面
談
は
予
約
制
）

●
相
談
内
容：

医
療
機
関
の
患
者
さ
ん

へ
の
対
応
に
関
す
る
こ
と
、
医
療
機
関

へ
の
支
払
い
に
関
す
る
こ
と
（
保
険
診

療
を
除
く
）
な
ど

※
な
お
、
医
療
機
関
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に

関
す
る
相
談
は
解
決
に
向
け
た
助
言
が

主
な
相
談
内
容
と
な
り
ま
す
。

仙
台
市
健
康
福
祉
局
保
健
医
療
課

T
E
L（
２
１
４
）０
０
１
８

表紙の言葉 おへそまわりは、メタボリックシンドロームの診断基準です。

宮
城
県
女
医
会

女
性
医
療
相
談

女
性
の
健
康
を
心
身
両
面
か
ら
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
女
性
医
師
が
対

応
し
ま
す
。
完
全
予
約
制
で
す
の
で
電

話
を
い
た
だ
い
た
後
、
担
当
者
か
ら
相

談
の
日
時
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
電
話
相
談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。

電
話
受
付

月
曜
〜
金
曜
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

T
E
L
０
９
０-

７
０
７
５-

２
５
２
５

相
談
日
時
毎
週
土
曜
日（
完
全
予
約
制
）

午
後
２
時
〜
午
後
５
時

相
談
会
場
エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台

※
都
合
に
よ
り
相
談
室
に
来
ら
れ
な
く

な
っ
た
場
合
は
電
話
で
そ
の
旨
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

居
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
豊
齢

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
2
8
1
）3
1
9
0

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成

12
年
度
に
開
設
し
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
と
し
て
主
治
医
の
意
見
を
取
り
入
れ

た
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ

い
て
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

を
目
的
と
し
て
「
診
療
に
関
す
る
相
談

窓
口
」
を
仙
台
市
医
師
会
内
に
設
置
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

T
E
L
（
２
２
７
）
１
５
３
１



鈴
木
江
美

●
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
／
仙
台
市
青
葉
区
在
住
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27あふれる笑顔で

二
年
生
の
沐
浴
の
授
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。
人
形
の
赤
ち
ゃ
ん
を
そ
っ

と
お
湯
に
入
れ
な
が
ら
や
さ
し
く
体

を
洗
っ
て
あ
げ
て
い
ま
す
。
３
０
０

０
ｇ
の
重
さ
を
片
手
で
支
え
な
が
ら

赤
ち
ゃ
ん
の
体
勢
を
保
つ
の
は
、
や

は
り
緊
張
の
一
瞬
！
　
そ
れ
で
も
自

然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
る
学
生
さ

ん
た
ち
の
表
情
に
、
夢
に
向
か
っ
て

い
る
充
実
感
を
感
じ
ま
す
。

こ
こ
「
仙
台
市
医
師
会
附
属
准
看

護
学
院
」
は
昭
和
二
十
七
年
に
開
校
。

一
学
年
１
０
０
名
定
員
の
二
年
制

で
、
年
々
男
子
学
生
が
増
え
て
い
ま

す
。
授
業
と
臨
床
実
習
を
１
８
９
０

時
間
学
習
後
、
毎
年
二
月
に
行
わ
れ

る
「
准
看
護
師
試
験
」
の
合
格
を
め

ざ
し
ま
す
。
学
校
の
理
念
は
「
知

識
・
技
術
・
態
度
」。
技
術
と
共
に
、

患
者
さ
ん
と
向
き
合
う
た
め
の
心
の

持
ち
方
を
日
々
磨
い
て
い
き
ま
す
。

「
人
柄
、
毎
日
の
生
活
を
含
め
た
�
生

き
る
姿
勢
�
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と

山
口
副
学
院
長
。
苦
痛
と
悩
み
を
最

大
限
抱
え
て
い
る
患
者
さ
ん
の
気
持

ち
を
尊
重
す
る
心
と
、
確
実
な
技
術

を
身
に
付
け
た
職
業
人
が
育
っ
て
い

ま
す
。
は
じ
め
は
実
習
生
を
受
け
入

れ
て
く
れ
な
か
っ
た
80
代
の
女
性
患

者
さ
ん
か
ら
「
あ
な
た
で
よ
か
っ
た

わ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
、

「
あ
り
が
と
う
」、「
が
ん
ば
り
な
さ

い
ね
」
と
励
ま
さ
れ
た
多
く
の
応
援

の
言
葉
。「
患
者
さ
ん
、
そ
し
て
ご

家
族
の
気
持
ち
も
支
え
て
あ
げ
ら
れ

る
、
信
頼
さ
れ
る
看
護
師
に
な
り
た

い
で
す
」
と
い
う
力
強
い
言
葉
に
、

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
！

古紙配合率70％の再生紙を�
使用しています。�

環境を考慮した大豆油インキを�
使用しています。�


